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熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
令
和
５
年
度
定
時
総

会
が
六
月
二
十
七
日（
火
）市

民
会
館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
の

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
令
和
四
年
度

中
に
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
二

十
二
名
の
名
前
が
読
み
上
げ

ら
れ
、
そ
の
霊
を
弔
い
黙
祷

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
員
と
し
て
永

年
に
わ
た
り
事
業
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
方
々
に
対
す
る

表
彰
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
の

う
ち
、
当
日
出
席
さ
れ
た
会

員
の
代
表
者
に
対
し
て
表
彰

状
及
び
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

二
十
五
年
代
表

　
　
　
　
　
　

宮
本　

省
治

　

二
十
年
代
表

　
　
　
　
　
　

宮
村　

尚
年

　

十
五
年
代
表

　
　
　
　
　
　

尾
村　
　

哲

　

十
年
代
表　

　
　
　
　
　
　

長
野　
　

勉

　

西
島
理
事
長
の
挨
拶（
要

旨
）

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
あ
り
三
年
間
な
か
な

か
み
な
さ
ま
一
堂
に
お
会
い

す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
前
に

行
っ
て
い
た
方
法
で
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど

を
講
じ
な
が
ら
、
事
業
運
営

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

永
年
表
彰
で
三
〇
年
表
彰

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ご
出
席
は
か
な
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
方
は
九

十
歳
を
迎
え
ら
れ
て
も
就

業
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
人
生
百
年
時
代

を
迎
え
た
ん
だ
な
と
痛
切
に

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
百
五
十
名
の

方
々
が
今
日
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
築
き
あ
げ
ら

れ
た
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

定
時
総
会
開
催

ン
タ
ー
も
ま
だ
ま
だ
、厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
、

請
負
委
任
の
契
約
は
な
か
な

か
元
の
状
況
へ
は
も
ど
り
ま

せ
ん
が
、
派
遣
事
業
で
は
実

績
が
伸
び
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
も
な
ん
と
か
、
黒
字

を
確
保
出
来
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
危
機

的
な
状
況
で
、
病
院
関
係
や

施
設
関
係
の
方
々
、
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
こ
の
様

な
方
が
あ
っ
て
社
会
が
回
っ

て
い
る
事
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
こ
の
三
年
間
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
就
業

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
実
際
現

場
を
み
ま
す
と
、
一
人
暮
ら

し
の
お
手
伝
い
や
、
屋
外
の

剪
定
や
草
取
り
、清
掃
な
ど
、

日
常
生
活
で
必
要
な
こ
と
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

担
っ
て
来
て
お
り
、
こ
れ
は

令
和
五
年
度
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エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

で
は
な
い
か
と
思
い
、
そ
う

い
う
意
味
か
ら
、
我
々
は
誇

り
を
も
っ
て
今
後
も
活
躍
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

超
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て

度
々
、
人
材
不
足
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
担
い
手

と
し
て
、
女
性
、
高
齢
者
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、

高
齢
者
就
労
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
実
力
部
隊
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
そ
の
役
割

は
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、消
費
税
・

軽
減
税
率
が
導
入
さ
れ
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
い
よ
い
よ
十

月
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
は
無
関
係
と
考
え

て
い
る
方
も
多
い
で

し
ょ
う
が
、
契
約
者

で
あ
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
も
対
象

外
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
う
な
り
ま
す
と

会
員
の
方
は
免
税
事

業
者
と
な
り
ま
す

が
、
税
を
誰
か
が
負

担
す
る
こ
と
と
な

り
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
負
担
し
な
い
と

い
け
な
い
た
め
、
非
常
に
苦

し
い
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
十
月
か
ら
経
過
措

置
は
あ
り
ま
す
が
、
実
施
さ

れ
る
と
こ
の
事
に
つ
い
て
会

員
の
皆
様
に
は
ご
負
担
を
お

か
け
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
、し
か
し
負
担
は
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
企
業
や

お
客
様
へ
し
っ
か
り
と
説
明

を
行
い
、
こ
こ
を
乗
り
切
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
令
和
五
年
度
に
向
け

て
の
柱
は

　

一
つ
は
、
介
護
事
業
や
ご

家
庭
の
屋
外
草
取
り
、
剪
定

等
地
域
に
密
着
し
た
事
業
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
就
業
の
中
で

け
が
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
安
全
主
就
業
こ
れ
も

大
事
な
観
点
で
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
皆
様
が
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
楽
し
く
す
ご
す
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
熊
本
労
働
局
、

熊
本
市
長
、
熊
本
市
議
会
議

長
、
熊
本
県
か
ら
の
ご
祝
辞

に
続
い
て
、
熊
本
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

会
長
か
ら
祝
電
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
定
足
数
の
報

告
が
あ
り
、
定
款
に
基
づ
く

総
会
が
成
立
す
る
事
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、議
長
が
選
出
さ
れ
、

議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
一
号
　
令
和
四
年

度
事
業
報
告
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議
案
第
二
号
　
令
和
四
年

度
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

　

次
に
、
監
事
よ
り
監
査
報

告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
右
両

議
案
に
対
す
る
質
疑
応
答
を

経
て
第
一
号
議
案
の
報
告
が

終
わ
り
、
第
二
号
議
案
が
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
三
号
　
役

員
の
改
選
に
つ
い
て

　

第
三
号
議
案
も
質

疑
の
後
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
理
事
会
の

承
認
を
得
た
次
の
事

項
が
順
次
事
務
局
よ

り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

一 　

令
和
五
年
度
事

業
計
画
に
つ
い
て

二
〇
一
六
年
の
熊
本

地
震
や
二
〇
二
〇
年

当
初
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
会
員
数

や
契
約
額
は
震
災
前
の
レ

ベ
ル
に
至
ら
ず
、
厳
し
い

運
営
状
況
が
続
い
て
い

る
。今
後
、シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
充
実
・
発
展

の
た
め
に
会
員
の
確
保
、

安
全
適
正
就
業
の
拡
充
、

地
域
課
題
へ
の
対
応
、
財

政
基
盤
の
強
化
、
組
織
体

制
等
の
整
備
な
ど
新
規
事

業
を
含
め
た
重
点
事
業
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
く

旨
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

二 　

令
和
五
年
度
収
支
予
算

と
資
金
調
達
及
び
設
備
投

資
に
関
す
る
見
込
み
に
つ

い
て

前
年
度
収
支
予
算

を
ベ
ー
ス
に
作
成

さ
れ
た
収
支
予
算

書
及
び
資
金
調
達

及
び
設
備
投
資
の

見
込
み
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
、
令
和

五
年
度
の
経
常
増

減
額
が
一
六
〇
〇

万
円
増
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
、
総
会

は
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
な
ご
み
会
総
会

が
開
催
さ
れ
議
案
等
が
承
認

さ
れ
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
お
楽
し
み

抽
選
会
が
行
わ
れ
、
当
選
者

に
ホ
テ
ル
日
航
熊
本
な
ど
の

お
食
事
券
が
当
た
り
ま
し
た
。
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な
ご
み
会  

熊
本
城
散
策

新
緑
映
え
る
四
月
九
日

（
日
）、
雲
一
つ
な
い
青
空
の

下
、
熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
「
な
ご
み
会
」
主

催
に
よ
る
「
春
の
熊
本
城
散

策
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。　

当
日
は
、
桜
の
馬
場
城
彩
苑

広
場
に
会
員
等
九
二
人
が
集

合
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
た

め
、
参
加
者
を
八
個
班
に
編

成
し
、
各
班
を
熊
本
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
々

に
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。熊

本
城
は
、
江
戸
時
代
の

初
期
、
加
藤
清
正
に
よ
っ
て

築
城
さ
れ
、
本
丸
が
完
成
し

た
慶
長
一
二
年（
一
六
〇
七
）

に
、そ
れ
ま
で
の
「
隈
本
城
」

か
ら
「
熊
本
城
」
に
改
め
ら

れ
、
以
来
四
一
六
年
の
歴
史

を
有
し
、日
本
三
名
城（
他
に

大
阪
城
、
名
古
屋
城
）
に
数

え
ら
れ
る
と
と
も
に
「
銀
杏

城
」
の
別
名
で
も
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
難
攻
不

落
の
堅
城
」
と
し
て
も
全
国

に
名
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

平
成
二
八
年
四
月
、
最
大

震
度
七
が
二
回
連
続
し
て

襲
っ
た
観
測
史
上
例
が
な
い

と
さ
れ
る
熊
本
地
震
は
、
熊

本
城
に
と
っ
て
築
城
以
来
最

大
規
模
の
地
震
と
な
り
、
重

要
文
化
財
建
造
物
や
復
元
建

造
物
、
石
垣
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

熊
本
地
震
で
最
も
大
き
な

被
害
を
受
け
た
の
は
、
国
指

定
重
要
文
化
財
を
含
む
高
石

垣
で
し
た
。
そ
の
復
旧
は
、

文
化
的
価
値
を
守
る
た
め
、

可
能
な
限
り
元
の
石
材
を
使

い
、
崩
れ
落
ち
た
一
つ
一
つ

に
番
号
を
付
け
て
形
状
を
記

録
し
、
地
震
前

の
写
真
と
比
べ

て
元
の
位
置
を

特
定
す
る
地
道

な
作
業
が
続
け

ら
れ
、
今
後
宇

土
櫓
の
大
規
模

改
修
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

一
日
に
積
み
直

せ
る
石
材
は
平

均
三
個
で
約
一

〇
万
個
を
積
み

直
す
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
全
て
の
重
要
文
化

財
建
造
物
及
び
主
要
区
域
の

完
全
復
旧
は
二
〇
五
二
年
度

と
さ
れ
、
そ
の
後
も
特
別
見

学
通
路
の
撤
去
や
主
要
区
域

以
外
の
工
事
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

熊
本
城
の
被
災
状
況
、
復

4
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旧
過
程
の
今
し
か
見
ら
れ
な

い
光
景
は
、
令
和
二
年
に
復

旧
完
了
ま
で
の
期
間
に
限
っ

て
認
め
ら
れ
た
特
別
見
学
通

路
の
完
成
に
よ
り
工
事
期
間

中
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
熊
本
県
人
と
し
て
熊

本
県
の
シ
ン
ボ
ル
熊
本
城
を

知
る
最
も
良
い
機
会
が
「
今

で
し
ょ
う
」。
百
聞
は
一
見
に

如
か
ず　

是
非
足
を
運
ん
で

熊
本
城
の
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
新
し
い
感
動
が
得
ら

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
当

日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

令
和
三
年
に
完
全
復
旧
し
た

天
守
閣
に
登
城
し
て
の
熊
本

市
内
の
眺
望
は
素
晴
ら
し

く
、
参
加
者
に
感
動
を
与
え

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
天
守

閣
ま
で
の
登
場
に
当
た
っ
て

は
ス
ロ
ー
プ
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
が
設
置
さ
れ
、
高
齢

者
や
体
の
不
自
由
な
人
に
も

や
さ
し
い
造
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

散
策
の
終
わ
り
に
二
の
丸

公
園
で
お
楽
し
み
抽
選
会
が

実
施
さ
れ
、
当
選
の
確
率
が

高
い
抽
選
に
最
後
ま
で
歓
声

が
続
き
、
そ
の
後
、
な
ご
み

会
で
用
意
さ
れ
た
弁
当
を
公

園
の
木
陰
で
開
き
ま
し
た

が
、
改
め
て
、
熊
本
城
の
今

し
か
見
ら
れ
な
い
光
景
を
最

適
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
見
学
で

き
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
味

を
噛
み
し
め
ら
れ
た
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。食
事
終
了
後
は
、三
々

五
々
熊
本
城
を
後
に
さ
れ
ま

し
た
。

な
ご
み
会
幹
事　

中
村
光
明

〇
わ
れ
も
こ
う
写
真
展

出
展
者　

内
田
裕
会
員
他
五
名

展
示
期
間　

五
月
十
七
日（
水
）～
五
月
二
十
二
日（
月
）

展
示
場
所　
　

鶴
屋
東
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

写
団
わ
れ
も
こ
う
写

真
展
は
五
月
に
風
景
写

真
展
、
十
二
月
に
草
花

展
が
開
催
さ
れ
、
今
回

は
六
名
の
会
員
が
一
人

四
点
の
作
品
を
展
示
、

見
事
な
作
品
ば
か
り
で

し
た
。

特
に
内
田
会
員
の

「
四
季
の
彩
り
」風
景
写

真
は
集
落
を
囲
む
収
穫

間
近
の
黄
金
の
「
こ
う
べ
」
を
垂
れ
た
稲
田
と
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
い
ろ
鮮
や
か
に
撮
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 

広
報
委
員　

田
上
吉
昭

会
員
等
に
よ
る
風
景
写
真
展
が

　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

5
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安 

全 

大 

会

令
和
五
年
度

　

令
和
五
年
度
の
熊
本
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安
全

大
会
が
、七
月
二
〇
日（
木
曜

日
）シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
夢
ホ
ー

ル
市
民
会
館 

大
会
議
室
に

お
い
て
、
職
群
班
、
班
長
、

安
全
管
理
責
任
者
、
役
員
等

約
八
〇
名
出
席
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
西
島
喜

義 

理
事
長
か
ら
挨
拶
あ
り
、

そ
の
後
、
表
彰
に
移
り
ま
し

た
。

　

今
年
の
表
彰
者
は
下
記
の

通
り
で
し
た
。

無
事
故
・
無
ト
ラ
ブ
ル
表
彰

班（
計
三
班
）

五
年
連
続　

剪
定
東
八
班

一
般
作
業
班　

小
島
公
園

除
草
・
清
掃
班　

マ
リ
エ
ー

ル
神
水
苑

　
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

応
募
作
品 

表
彰

最
優
秀
賞

　「
ち
ょ
っ
と
待
て
　
急
ぐ

心
が
　
事
故
招
く
」

　
　
　

会
員
番
号
八
五
九
八

　
　
　
　
　
　

上
野　

正
時

優
秀
賞

「
無
理
す
る
な
　
気
持
ち
だ

け
で
は
　
乗
り
き
れ
ぬ
」　

　
　

会
員
番
号
一
〇
〇
三
六

　
　
　
　
　
　

上
村　

公
治

佳
　
作

「
声
掛
け
て
　
慣
れ
た
作
業
　

要
注
意
」

　
　
　

会
員
番
号
八
四
四
六

　
　
　
　
　
　

相
馬　

妙
子

佳
　
作

「
安
全
は
　
他
人
に
頼
ら
ず
　

自
ら
行
動
」

　
　

会
員
番
号
一
〇
四
二
四

　
　
　
　
　
　

後
藤　

守
弘

佳
　
作

「
危
険
で
す
　
心
の
ネ
ジ
と
　

気
の
緩
み
」

　
　

会
員
番
号
一
一
三
二
九

　
　
　
　
　
　

田
村　

耕
二

　

表
彰
後
は
、
歯
っ
ぴ
ー
か

む
カ
ム
代
表　

歯
科
医
師　

吉
良
直
子　

様
よ
り
、「
転
倒

防
止
は
お
口
か
ら
―
ベ
ロ

タ
ッ
チ
の
勧
め
―
」
の
講
演

の
後
休
憩
を
挟
み
、
剪
定
部

会　

坂
本
満
秋
班
長
、
一
般

作
業
部
会　

葛
原
秀
明
部
会

長
よ
り
、
実
際
に
遭
遇
し
た

事
例
発
表
が
あ
り
、
最
後
に

最
優
秀
賞
の
安
全
標
語

「
ち
ょ
っ
と
待
て　

急
ぐ
心
が　

事
故
招
く
」
の
唱
和
を
安

全
・
適
正
就
業
委
員
会　

副

委
員
長　

田
上
美
規
男
会
員

の
音
頭
に
よ
り
、
出
席
者
全

員
で
唱
和
を
行
い
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

6
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シ
ャ
ギ
ー
モ
ヘ
ア
の
生
地
で

あ
る
。
実
は
二
十
五
歳
を
過

ぎ
た
頃
の
コ
ー
ト
だ
。
色
合

い
と
手
触
り
が
気
に
入
っ
て

処
分
せ
ず
に
、
結
婚
、
子
育

て
、
後
期
高
齢
者
に
な
る
ま

で
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
片
隅
を

占
領
し
続
け
た
代
物
な
の
だ
。

　

八
十
代
に
な
り
、
最
後
に

な
る
コ
ー
ト
を
購
入
し
た
い

と
探
し
て
い
た
時
、
コ
ロ
ナ

禍
が
押
し
寄
せ
、
次
に
物
価

高
の
波
と
な
り
、
コ
ー
ト
は

諦
め
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な

時
に
ふ
と
目
に
つ
い
た
あ
の

コ
ー
ト
に
手
を
通
し
て
み
る

と
す
ん
な
り
と
身
に
付
い
て
、

ま
だ
ま
だ
い
け
る
！
と
先
日

か
ら
利
用
し
て
い
る
。
昔
の

コ
ー
ト
は
芯
地
が
固
く
て

　

二
月
十
八
日
付
掲
載
の

「
わ
い
わ
い
カ
フ
ェ
」
で
は
、

捨
て
れ
な
い
も
の
と
し
て

「
服
」
を
挙
げ
た
人
が
多
か
っ

た
。
断
捨
離
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
方
は
、
服
に
関
し
て

「（
体
）
が
元
の
サ
イ
ズ
に
な

る
こ
と
は
な
い
し
、
流
行
り

も
あ
る
か
ら
思
い
き
っ
て
処

分
し
よ
う
」
と
説
い
て
お
ら

れ
る
。
ご
も
っ
と
も
と
う
な

ず
き
な
が
ら
、
実
行
で
き
な

い
私
で
あ
る
。

　

先
日
、
あ
る
講
座
に
出
席

し
た
時「
あ
ら
、
素
敵
な
コ
ー

ト
ね
」
と
人
に
褒
め
ら
れ
た
。

そ
の
コ
ー
ト
は
紫
と
ピ
ン
ク
、

黒
の
三
色
が
線
状
に
な
っ
て

ぼ
か
し
が
入
っ
た
、
今
時
の

街
中
で
お
目
に
か
か
れ
な
い

　
　
～
ま
だ
い
け
る
60
年
物
コ
ー
ト
～

　
熊
日
読
者
の
ひ
ろ
ば
掲
載

　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ー
ル
ド
会
員
　
片
田
成
子

　熊本県シルバー人材センター連合会熊本市事務所（=熊本市シルバー）
では、派遣労働者の安全と健康の保持や労働災害及び事故の未然防止を目
的とする衛生委員会を令和 5年 3月に設置しました。開催状況をご報告し
ます。
� （開催日は原則第3水曜日）

回 開催日 　　主な議題
第１回 ３月15日 ・衛生委員会の委嘱式　　・活動計画（案）について

回 開催日 　　主な議題
第１回 ４月19日 ・花粉症の対策について　・労働災害について
第２回 ５月17日 ・熱中症予防について　　・職場巡視報告
第３回 ６月21日 ・食中毒の予防について　・職場巡視報告

衛生委員会開催概要報告

�令和５年度

�令和４年度
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な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

疲
れ
だ
け
が
残
る
毎
日

だ
っ
た
あ
る
日
、
目
に
し
た

本
の
中
に
「
病
気
の
回
復
は

楽
し
い
事
を
振
り
返
る
と
早

い
」
と
い
う
文
章
を
見
つ
け

た
。
つ
い
先
日
の
旅
の
素
晴

ら
し
か
っ
た
風
景
を
思
い
出

し
た
。
６
０
０
畳
と
い
う
広

さ
の
藤
棚
や
、
山
梨
県
の
芝

桜
、
ひ
た
ち
海
浜
公
園
の
見

渡
す
限
り
広
が
る
ネ
モ
フ
ィ

ラ
の
青
い
丘
が
、
鮮
や
か
に

よ
み
が
え
っ
た
。

　

気
の
せ
い
か
、
日
に
日
に

病
状
は
回
復
し
て
き
た
。
友

人
の
「
少
し
は
良
く
な
っ

た
？
頑
張
っ
て
ね
」
の
声
か

け
も
大
き
な
励
み
に
な
っ
て

い
る
。
今
は
ま
だ
行
け
な
い

け
れ
ど
、
次
の
旅
の
プ
ラ
ン

を
地
図
で
な
ぞ
り
な
が
ら
楽

し
む
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

グ
ラ
ン
プ
リ
　
　「
祈
り
の
鐘
」　
宮
本
　
久

熊
日
フ
ォ
ト
・
サ
ー
ク
ル
　
特
別
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

玉
名
市
の
蓮
華
院
誕
生
寺
奥
之
院
。
世
界
最
大
級
の
大
き

さ
と
さ
れ
る
大
梵
鐘
の
全
体
を
撮
っ
た
写
真
は
よ
く
見
ま
す

が
、
大
胆
な
切
り
取
り
方
に
新
鮮
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

僧
侶
と
参
拝
者
が
心
を
一
つ
に
鐘
を
突
く
姿
を
強
調
し
た
こ

と
で
、
祈
り
の
気
持
ち
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
る
一
枚
。
作

者
の
セ
ン
ス
が
光
り
ま
す
。

 

（
写
真
：
表
紙
に
掲
載
）

　
　
～
楽
し
い
記
憶
で
病
気
が
回
復
？
～

可
能
だ
っ
た
。
既
に
予
約
し

て
い
た
ツ
ア
ー
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
に
、
数
年
前

か
ら
念
願
だ
っ
た
「
あ
し
か

が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」
の
藤

棚
見
物
が
あ
っ
た
の
で
、

少
々
無
理
を
し
て
で
も
と

思
っ
て
出
掛
け
た
。

　

何
事
も
な
く
旅
を
終
え
、

余
韻
を
楽
し
ん
で
い
た
矢

先
、
思
い
も
し
な
か
っ
た
帯

状
疱
疹
が
右
頬
に
出
た
。
ひ

ど
い
状
態
で
目
の
前
が
真
っ

暗
に
な
り
、
整
形
外
科
と
皮

膚
科
に
通
院
す
る
中
で
、

す
っ
か
り
病
人
の
よ
う
に

　

こ
の
数
年
、
病
院
に
い
っ

た
の
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

コ
ロ
ナ
の
予
防
注
射
く
ら
い

し
か
思
い
浮
か
ば
な
い
。
そ

の
私
が
４
～
５
月
、
整
形
外

科
と
皮
膚
科
に
通
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ま
ず
、
正
座
が
で
き
な
く

な
り
、
右
足
に
違
和
感
が
生

じ
た
。
受
診
し
た
と
こ
ろ
膝

関
節
の
偏
変
形
と
の
こ
と

で
、
膝
に
た
ま
っ
た
水
を
抜

い
た
。

　

バ
ス
の
乗
り
降
り
や
階
段

の
昇
降
が
苦
に
な
っ
た
が
、

歩
行
は
ゆ
っ
く
り
で
あ
れ
ば

少
々
重
い
け
ど
、
暖
か
い
。

背
丈
が
縮
ん
だ
の
で
、
か

え
っ
て
今
の
流
行
り
に
合
っ

た
丈
に
な
っ
た
。

　

改
め
て
コ
ー
ト
を
眺
め
て

い
る
と
、
一
目
で
気
に
入
っ

て
生
地
を
買
っ
た
洋
装
店
の

店
先
や
、
丁
寧
に
仕
立
て
て

く
れ
た
義
姉
の
優
し
さ
を
思

い
出
す
。
六
十
年
を
経
た

コ
ー
ト
だ
が
、
ま
だ
し
ば
ら

く
は
愛
用
す
る
つ
も
り
で
あ

る
。

8
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ゴ
ー
ル
ド
会
員
で

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
工
場
見
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
行
っ
て
き
ま
し
た

　

前
回
の
工
場
見
学
は
平
成
三

十
年
八
月
七
日
以
来
約
五
年
ぶ

り
、
ゴ
ー
ル
ド
の
活
動
自
体
も
、

令
和
四
年
六
月
三
十
日
の
「
な

る
ほ
ど
終
活
セ
ミ
ナ
ー
」
以
来

と
な
り
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
ド
会
員
の
皆
様
に
ご

案
内
し
た
所
、
64
名
中
23
名
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
桜

町
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
工
場
に
向
か

い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
ビ
ー
ル
の
原
料
や
製

造
工
程
を
映
像
で
見
た
り
、
見

学
し
て
い
き
ま
す
。

　

ホ
ッ
プ
は
小
さ
な
容
器
に

入
っ
た
も
の
を
順
番
に
回
し
匂

い
を
嗅
い
で
み
ま
す
。

　
「
あ
～
、
言
わ
れ
て
み
る
と

ビ
ー
ル
の
匂
い
が
す
る
」

　

ち
ょ
っ
と
き
つ
め
な
ん
で
す

け
ど
、
ビ
ー
ル
の
香
り
が
し
ま

し
た
。

　

見
学
の
後
は
、
い
よ
い
よ
出

来
た
て
注
ぎ
た
て
を
お
愉
し
み

い
た
だ
け
る
時
間
。

　

最
初
の
一
杯
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
、
出
来
た
て
の
ザ
・

プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
！

　

次
の
試
飲
は
、３
種
類
の
ザ
・

プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
を
専
用

の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
グ
ラ
ス
で

飲
み
比
べ
！
も
ち
ろ
ん
出
来
た

て
で
す
。

　

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
に

は
、ま
だ
グ
ラ
ス
を
置
く
ス
ペ
ー

ス
が
！
最
後
の
一
杯
は
、

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
て

み
て
、
そ
の
日
の
自
分
が

「
一
番
美
味
し
い
！
」と
感

じ
た
ビ
ー
ル
を
選
ん
で
、

愉
し
め
ま
す
。

　

お
つ
ま
み
も
一
人
一
袋

も
ら
え
ま
す
。「
ク
ラ
ッ
ツ

の
枝
豆
味
」
で
す
。

　

未
成
年
や
ア
ル
コ
ー
ル

が
飲
め
な
い
方
に
は
、
天
然
水

シ
リ
ー
ズ
や
ジ
ュ
ー
ス
、
お
茶
、

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー

ル
も
あ
り
ま
し
た
。

　

試
飲
タ
イ
ム
が
終
わ
る
と
お

土
産
コ
ー
ナ
ー
に
み
ん
な
で
移

動
し
ま
す
。
け
っ
こ
う
な
品
揃

え
。
お
土
産
を
買
う
人
で
ご
っ

た
が
え
し
、
レ
ジ
も
ず
ら
ー
っ

と
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

普
段
飲
ん
で
い
る
ビ
ー
ル
が

ど
れ
だ
け
手
間
暇
か
け
て
で
き

て
い
る
の
か
、
実
際
に
体
験
も

交
え
な
が
ら
学
べ
た
の
で
と
て

も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
い
し
い
ビ
ー
ル
が
無
料
で

い
た
だ
け
ま
し
た
し
、
言
う
こ

と
な
し
で
す
♪

　

そ
の
後
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
桜

町
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
移
動
し
、

昼
食
会
。

　

久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
と
楽
し

く
親
睦
が
で
き
ま
し
た
。

 

城
事
務
局
長
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川
柳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
熊
日
特
選

　
戦
な
し
人
の
遺
伝
子
組
換
え
て

相
馬
　
妙
子

　�【
評
】
歴
史
を
遡
れ
ば
人
間
の
歴
史
は
戦
争
の
歴
史
と
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
人
間
の
遺
伝
子
が
戦
好
き
だ
か
ら
、
と
捉
え
た
の
は
慧
眼
で

す
。
そ
こ
で
、
人
間
が
開
発
し
た
遺
伝
子
組
み
換
え
を
、
自
ら
遺
伝
子

に
応
用
し
て
は
ど
う
か
、
と
説
得
力
の
あ
る
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
一

考
に
値
し
ま
す
。

◆
熊
日
入
選

　
そ
う
ね
と
共
感
さ
れ
て
胸
開
く

　
大
寒
波
水
道
管
も
厚
着
す
る

内
田
美
千
代

短
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
熊
日
入
選

　
筍
の
茹
で
方
ネ
ッ
ト
で
知
る
時
代

　
　
　
　
　
少
し
寂
し
き
我
が
家
の
味
は

　
鰤
切
身
三
切
パ
ッ
ク
微
妙
な
り

　
　
　
　
　
一
つ
で
足
り
ず
二
つ
で
余
る

相
馬
　
妙
子

俳
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
熊
日
入
選

　
桜
か
と
見
ま
ご
う
ば
か
り
の
樹
氷
林

相
馬
　
妙
子

き
ょ
う
の
肥
後
狂
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
熊
日
入
選

　
今
時
分
　
彼
岸
に
着
い
て
ハ
グ
だ
ろ
か　

片
田
　
成
子

■�

会
員
文
芸
作
品�

■

最
優
秀
賞
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
獲
得
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　

全
日
本
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
ポ

ピ
ュ
レ
ー
ル
・
コ
ン
ク
ー
ル

二
〇
一
九
に
お
い
て
最
優
秀

賞
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
さ
れ

た
、
村
田
逸
子
会
員
の
横
顔

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
火

の
く
に
会
報
で
紹
介
し
ま
し

た
が
、
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
は

全
国
的
に
蔓
延
し
た
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
活
動
が
制
限
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
受

賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
九
日（
土
）
午

後
、
国
際
交
流
会
館
七
階
大

ホ
ー
ル
は
満
席
と
な
り
森
直

敏
先
生
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
始

ま
り
、
村
田
会
員
は
美
し
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ
て
圧
倒

的
な
歌
唱
力
・
表
現
力
で
二

時
間
に
わ
た
り
十
五
曲
を
歌

い
上
げ
観
衆
を
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。

　

友
情
出
演
さ
れ
た
、
趙
美

麗
会
員
も
愛
の
賛
歌
等
で
会

を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
御
両
人
益
々
の
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
会　

田
上
吉
昭
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安全・適正就業ニュース

１　安全・適正就業委員会の開催状況
（1）6月 22日　第 1回安全・適正就業委員会
　　  　前回の委員会以降に発生した傷害、賠償事故についての報告を受け、それぞ

れの案件毎に該当会員に対する指導等を審議した。主な事故内容は下記のとお
りです。

　　  　皆さまも安全に就業していただきますようよろしくお願いいたします。

（傷害事故）
事故発生月 性別 年齢 就業 場所 就業内容 被害状況 事故発生状況

３月 女 63 歳 中 東区 トイレなどの
消毒作業

右手首 歩行で移動中に転倒。前日の
雨で地面が滑りやすくなって
おり、左手にはバケツなどを
持っていたため右手をついた。骨折

４月 女 77 歳 途上 北区 保育園
園内清掃

両膝 徒歩で帰宅途中に道路の段差
につまずき前方に倒れ両膝を
地面に強打した。裂傷

５月 男 72 歳 中 中央区 駐輪場
右足親指

駐輪場の自転車整理をしてい
たところ自転車が倒れてきた。

打撲

６月 女 78 歳 途上 西区 食事作り

左側顔腕
膝打撲

バイクで走行中、後方の自動
車をよけるため左に寄ったた
め、縁石にバイクがあたり左
に倒れた。肋骨にひび
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（賠償事故）
事故発生月 性別 年齢 場所 就業内容 被害状況 事故発生状況

３月 男 70 歳 東区 剪定 木製の塀
のキズ

発注者宅～隣宅の現場で塀の境界の
木を剪定した際に、隣宅より塀（隣
宅側）にスリ傷が入っていると報告。
木の枝葉が塀からはみ出しており、
剪定し枝葉を回収した際に枝葉で傷
が付いた。

６月 男 71 歳 南区 草刈 ガラス破損

作業が終わった際、依頼者が追加の
草刈りを依頼してきた。ネットを
張らずにそのまま草刈を始めてしま
い、通行してきた被害者の車の助手
席側のガラスを割ってしまった。

６月 女 79 歳 中央区
マンション

共用部
清掃

電球
カバー
破損

マンション共用部清掃中、廊下の電
球カバーの中を拭こうと取り外し、
一度下へ置いた。その時ポケットに
入れていた携帯電話が落下し、電球
カバーにぶつかり割ってしまった。

 【熱中症に注意‼】 
　※ 熱中症とは、体温を平熱に保つために汗をかき、体内の水分や塩分（ナトリウ
ムなど）の減少や、血液の流れが滞るなどして体温が上昇して重要な臓器が高
温にさらされたりすることにより発症します。

熱中症対策をしましょう
　 　暑さ指数や熱中症アラート等を参考にしながら、自分の体調の変化に気を付け
て行動するとともに、周囲に気を配り呼びかけあい予防しましょう。

※基本的な熱中症対策
　〇 規則正しい食生活をするとともに、こまめな水分補給をすること（のどの渇き
を感じていなくても）

　〇 熱中症警戒アラート発表時は、特に気を付ける（熱中症の危険性が極めて高い
暑熱環境になると予想される日の前日夕方または当日早朝に都道府県ごとに発
表されます。発表された情報は、テレビ、防災無線、SNSを通じて発信されま
す。）
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熊本市シルバー人材センターからのお知らせ
　令和５年 10月から消費税の適格請求書等保存方式（いわゆるインボイス制度）が適用され
ます。
　つきましては、シルバー人材センター（以下「センター」という。）への影響等について、
制度の概要に合わせて紙面を利用して説明いたします。

１　インボイス制度の導入に際しての留意点 　　　　　　　　　　　　　

（１）�「適格請求書等保存方式（いわゆるインボイス制度）」の下では、税務署長に申請して登
録を受けた課税事業者（適正請求書等発行事業者）が交付するインボイスを介在した取
引のみが仕入税額控除の対象となります。

　　　（免税事業者はインボイスを交付することができない。）
　　
　　 �請負・委任の形態で就業するセンターの会員は形式的には個人事業主となり、年間課税

売上高が 1,000 万円以下の事業者は、消費税免税対象となっています。

　　 �このため、センターとしては、インボイス制度施行後は、会員（免税事業者）に支払う
配分金に含まれる消費税額分について仕入税額控除を行うことができなくなり、新たな
経費負担（納税額）が発生することとなります。

　
（２）インボイス制度施行後の経過措置
　　 �インボイス制度は令和５年 10月施行予定で、施行後も６年間は経過措置が設けられて

います。

　　 
令和５年10月１日～令和８年９月 30日 仕入税額相当額の 80％まで仕入税額控除可

令和８年10月１日～令和11年９月 30日 仕入税額相当額の 50％まで仕入税額控除可

令和 11年 10月１日～ 仕入税額控除不可

　　 �　令和５年 10月からの制度施行後は、新たな経費負担が段階的に発生・増加すること
となり、インボイス制度が完全実施されるのは令和 11年 10月１日からとなる予定

２　本シルバー人材センター（以下「SC」という。）の対応 　　　　　　

　新たな経費を含めSCの厳しい運営に鑑み、SCの事務費等の値上げについて、発注者等の
関係者にすでにお願いしております。発注者にご理解していただき、発注者の負担感が過度
なものとならないよう十分な配慮を致します。　
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　　例文：�SCは、住民の皆さんの日常生活における利便性の向上や生活の安定を図る等のた
めの諸活動を進めています。一方で、SCは、公益社団法人として収支が均衡する
財政を基本としており、財政運営は厳しい状況にあります。

　　　　　�　いま、わが国の厳しい経済環境にあって、地域社会においても諸物価の上昇等
が顕著にみられる状況となっており、SCが今後とも地域貢献を推進するための活
動を継続して進めるには、SC財政の安定的で適正な運営を図る必要があり、今回
は所要の利用料金の値上げを行うことといたしました。

　　　　　�　何卒趣旨ご理解の上、ご協力いただきますようお願いいたします。

　　　　　※�請負・委任で就業する会員の皆さんは個人事業者となります。インボイス制度
導入後においても、年間課税売上高 1,000 万円以下の事業者は消費税の納税が
免除されております。

【参考】　適格請求書等保存方式（いわゆるインボイス制度）の概要 　　　

〇　�令和元年 10月１日より消費税率の 10%引き上げが実施され同時に軽減税率制度が導入
されました。さらに、仕入税額控除に適格請求書等の保存が要件となるいわゆるインボ
イス方式が、令和５年 10月１日より導入されます。

〇　インボイス制度とは
　　�適格請求書等の保存を仕入税額控除の要件とする制度です。
　　�インボイス方式では、新たに適格請求書発行事業者登録制度が創設され、適格請求書発

行事業者（税務署長に申請して登録を受けた課税事業者（注））から交付を受けた「適格
請求書」又は「適格簡易請求書」の保存が仕入税額控除の要件となりました。

〇　�適格請求書発行事業者である売手は、適格請求書に、以
下の事項を記載する必要があります（図表１参照）。

　　１．適格請求書発行事業者の氏名又は名称及び登録番号
　　２．取引年月日
　　３．取引内容（軽減税率の対象品目である旨）
　　４．�税率ごとに区分して合計した対価の額（税抜き又は

税込み）及び適用税率
　　５．消費税額等
　　６．�書類の交付を受ける事業者の氏名又は名称（適格簡

易請求書については記載不要）

� ※平成 30年４月（令和２年６月改訂）国税庁パンフレットより転載

〇　�買手が仕入税額控除を受けるためには、原則として、適格請求書等の保存と併せて、以
下の事項を帳簿に記載することが必要になります。

　　１．課税仕入れの相手方の氏名又は名称　　　　２．取引年月日
　　３．取引内容（軽減税率の対象品目である旨）　 ４．対価の額

図表１　適格請求書例

㈱〇〇御中　　　請求書
××年 11 月分

11/1	 牛肉　　※	 5,400 円
11/2	 小麦粉　※	 2,160 円
　…　　　　　　　　　　　　　　　…
11/30	 ビール	 6,600 円
	 合計		87,200 円※　軽減税率対象
	 うち消費税		7,200 円
（10％対象		40,000 円	 消費税		4,000 円）
（	８	％対象		40,000 円	 消費税		3,200 円）

	 △△㈱
	 登録番号 T1234567890123①

②

③

③

④
⑤

⑥
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街
な
か
清
掃

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

熊
本
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る

「
火
の
国
ま
つ
り
総
お
ど
り
」
が

八
月
五
日
、
四
年
振
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
夜
明
け
た
八
月
六
日（
日
）

早
朝
か
ら
会
場
と
な
っ
た
中
央

区
中
心
街
一
帯
で
十
五
回
目
を

迎
え
た
（
企
業
団
体
な
ど
約
三

百
名
参
加
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
役
員
、
ゴ
ー
ル
ド

会
員
、
事
務
局
職
員
等
三
十
名

が
参
加
、
西
島
理
事
長
の
ね
ぎ

ら
い
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
下

通
り
中
心
街
の
清
掃
に
取
り
掛

令和５年

４月９日 なごみ会熊本城散策

10日 熊本城接遇研修（派遣事業）

12日 熊本城接遇研修（派遣事業）・
新入会員オリエンテーション

19日 派遣事業入職時教育訓練・衛生
委員会

20日 女性活躍委員会

21日 派遣事業入職時教育訓練

24日 派遣室職員面接試験・安全適正
就業委員会

25日 管理業務部会任命式

26日 新入会員オリエンテーション

27日 除草・草刈講習会

28日 管理新人会員研修・営業チーム
ミーティング

５月６日 剪定昇級判定会（座学）

10日 新入会員オリエンテーション

12日 なごみ会幹事会

17日 派遣事業入職時教育訓練・衛生
委員会・全シ協理事会

19日 派遣事業入職時教育訓練

22日 営業チームフリーワーキング

23日 全シ協安全就業選考委員会

24日 新入会員オリエンテーション

25日 管理新人会員研修・除草・草刈
講習会・営業チームミーティン
グ

26日 選考委員会事前準備会・管理業
務部会会議

29日 監事監査・県ＳＣ連合会理事会

31日 なごみ会監査

６月２日 理事会

５日 県ＳＣ連合会合同巡回

７日 なごみ会幹事会

９日 理事選考プロジェクト委員会

12日 県ＳＣ連合会事務局長会議

13日 臨時理事会

14日 入職時教育訓練・新入会員オリ
エンテーション

15日 職員採用試験・営業チームフ
リーワーキング

16日 入職時教育訓練

17日 剪定昇級判定会

21日 衛生委員会

22日 全シ協定時総会（23 日まで）・
安全適正就業委員会

23日 フッ化物洗口研修

24日 剪定新人判定会

27日 定時総会

28日 県ＳＣ連合会定時総会・新入会
員オリエンテーション

29日 管理新人会員研修・除草・草刈
講習会・営業チームフリーワー
キング

７月４日 東地区地域活動推進委員会

５日 安全合同巡回指導

７日 県ＳＣ連合会安全大会

12日 入職時教育訓練・新入会員オリ
エンテーション

13日 九シ協定時総会・ゴールド会員
親睦（サントリー工場見学ほか）

14日 入職時教育訓練・自転車対策業
務部会研修会・なごみ会幹事会

19日 衛生委員会・営業チームフ会議

20日 熊本市ＳＣ安全大会

26日 新入会員オリエンテーション

27日 管理新人会員研修・除草・草刈
講習会

29日 剪定判定会

か
り
約
一
時
間
余
り
汗
を
流
し

清
掃
を
実
施
、
多
く
の
方
々
と

触
れ
合
い
乍
ら
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
広
報
に
一
翼
を
担

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
　
　

広
報
委
員　

田
上
吉
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